
安曇野市市民協働事業提案制度 実施報告 

事 業 名    明科駅周辺まちあるき空き家空き店舗見学会    

協働事業 

実施団体名 
明科駅周辺まちづくり委員会 安曇野市 市民生活部 環境課 空家対策室 

代 表 者 名 松下 尚生 代表者名 太田 寛 

活動拠点所在地 JR明科駅周辺 

事業実施総額 42,000円 

事業実施日・期間 令和３年 ４月 １日 ～ 令和４年 ３月３１日 

事業概要・成果 

・今後の展開 

近年、空き家が増加し、地域の空洞化進行は深刻である。放置された空き家は、

草木繁茂、放火、不法侵入、倒壊など様々な悪影響を周辺に及ぼす可能性があ

る。一方、空き家を地域の資源と捉え、利活用が進めば、まちなかに賑わいを取り

戻す端緒ともなり得ることから、空き家の利活用には注目が集まっている。 

そこで、「明科駅周辺まちあるき空き家空き店舗見学会」を開催することで、明科

地域の空き家空き店舗の利活用を推進し、まちなかに賑わいを取り戻す一助とす

るとともに、地域の景観及び環境保全につなげる。 

また、空き家所有者とのコミュニケーション活動を通じ、所有者の持つ悩みや問題

解決を図り、空き家・空き店舗を現在の放置状態から利活用に導く。 

令和３年５月22日(土)、８月28日(土)、11月13日(土)、及び令和４年２月26

日(土)の４回にわたり、「明科駅周辺まちあるき空き家空き店舗見学会」を開催

し、延べ 80人ほどの参加があった。物件は、延べ 27件を見学した。 

また、明科駅周辺まちづくり委員会所属で合同会社うずまき代表の横内氏が空き

家をリノベーションし運営している「龍門渕てらす」にて、空き家相談コーナーを設

け、地域住民が気軽に相談できる場を作った。 

これらの活動の成果を、令和４年３月 12 日(土)開催の『安曇野市空き家啓発講

演会「わがまちの空き家対策」市民協働事業活動報告会』にて報告し、79 人の

参加があった。 

今後は、事業実施団体の活動費予算化の検討、空き家所有者への啓発活動、新

規物件発掘やまちあるき範囲の拡大、事業者間のネットワークの構築等を検討し

ていきたい。 

役割分担 

協働事業提案団体 市 

・まちあるき見学会の企画、運営 

・市民協働事業活動報告会での発表 

・空き家空き店舗所有者との利活用交渉 

・空き店舗の見学会ガイドの交渉、共催 

・まちあるき見学会の企画、運営 

・市民協働事業活動報告会での発表 

・広報による周知 

・事務局業務（空き家所有者等の特定 

及び連絡、参加者のとりまとめ） 

 


